
焼津市では、景観計画の策定に取組んでおり、花沢の里とその周辺※を「景観まちづく

り重点地区」に選定し、「重点地区計画」を策定したいと考えています。そこで、1月か

ら地区住民の皆さんが参加する協議会を設立し、協議会の活動をスタートしました。 

この「景観まちづくりニュース」では、花沢の里周辺地区の重点地区計画の策定に向け

た意見交換などの様子をお伝えしています。 

※対象となる地区の範囲は、今後の協議を踏まえて決定していきますが、現時点では花沢、野秋、

吉津、高崎の各地区に関係する方々に協議会に参加していただいています。 
  

◆第２回協議会（まち歩き）の開催概要◆ 
日 時：3月 10日（土）13:15～16:00 

会 場：＜まち歩き＞高崎、野秋、吉津、花沢地区  ＜意見交換＞花沢集会所 

参加者：協議会委員（自治会長、区長、公募住民等）11名 

◆第２回協議会（まち歩き）の様子◆ 
・第２回協議会は、地区の景観の現状を把握

し、参加者同士で共有するために、まち歩

きとグループ別の意見交換を行いました。 

・前半のまち歩きは、全員で約 1時間 30分

ほど、高崎、野秋、吉津、花沢地区内を歩

きました。お互いに意見を出し合いながら

歩いてみると、普段の生活の中で気づかな

い発見がたくさんあったようです。 

・後半は、２つのグループに分かれて、まち

歩きで気づいたことや普段感じていること

などを出し合い、地区の景観の現状を整理

しました。 

・最後に、各グループの意見交換の結果を発

表し合い、全員で情報を共有しました。 

・意見の概要は、裏面をご覧ください。 

 

  
お問い合わせ 

焼津市役所 都市政策部 都市デザイン課 計画担当 

〒425-8502 焼津市本町 5-6-1（アトレ庁舎２階） TEL：054-626-2160  FAX：054-626-2184 

まち歩きを実施し、地域の景観の現状を把握しました！ 

第２号 
（平成 30年 3月 22日） 

発行：焼津市都市デザイン課 

まち歩きの様子 
意見交換の様子 



■好きな景観 
・季節の花（桜、梅、彼岸花、菜の花等）がきれい。 

・石垣のある景観がよい。 

・みかん畑は、地域特有の景観だ。 

・高崎等の高台から望む海やまちの眺望がきれい。 

・鳴沢不動尊付近は、湧水があって魅力的な景観だ。 

・花沢川の清らかな流れがよい。 

・特徴的な地質である枕状溶岩※を見ることができる。 

・花沢は黒塗りの板壁等、特徴ある木造建築や石垣が美しい。 

・手入れされた庭木が美しい。 

・花沢等では、ホタルを見ることができる。 

・花沢の入口にある常夜灯は、夜間灯りがつくと、 

情緒があってきれい。 

・無人販売で果物等を売っている景観が良い。 

※枕状溶岩とは、溶岩流が水中で冷却固結した岩体の一種で、丸太状

又は俵状の団塊の積み重なりからなる。市内では、高草山周辺や大

崩、浜当目等で見られ、海底火山で噴出した溶岩が急速に冷やされ

固まったものだと考えられる。 
（枕状溶岩の例：花沢のオシャモッツァン） 

■好ましくない景観 
・荒れた竹林が多く、竹林を伐採した場所も荒れてい

る所がある。 

・電線・電柱類が良好な景観を阻害している。 

・空き家や空き地が放置されている。 

・タイヤや物干し竿等が放置されている場所がある。 

・白いガードレールを改善したい。 

・緑色のネットフェンスが好ましくない。 

・赤色の自動販売機が周囲の景観と調和していない。 

・ごみ置き場を木製にしたい。 

■その他の意見 
・来訪者が私有地に入るのは嫌なので、パンフレット

や案内サイン等で入ってよい場所を明確にしたい。 

・野秋や吉津の花沢川沿いに遊歩道ができるとよい。 

・昔は、周囲の山に茶畑やみかん畑が広がっていて、

きれいだった。 

・吉津には、かつて水車があった。 

・花沢の道路の舗装を石畳にできるとよい。 

・観光駐車場を拡張したり、使いやすくしたい。 

高崎からの眺望 
森林に囲まれたみかん畑と花沢川 
管理が行き届いていない竹林 
白いガードレールや電線・電柱類 

意見交換の結果の概要 


